
謡
曲
の
古
筆
切

―
伝
頓
阿
筆
『
春
日
龍
神
』
断
簡
及
び
伝
称
筆
者
未
詳
『
采
女
』
断
簡
（
天
文
十
二
年
奥
書
）

石

澤

一
　
志

一

　

謡
曲
の
古
筆
切
（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
一
点
目
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
活
躍
し
た
、
二
条
為
世
（
一

二
五
〇
～
一
三
三
八
、
八
九
歳
）
門
下
の
和
歌
四
天
王
の
ひ
と
り
で
あ
る
頓
阿
（
一
二
八
九
～
一
三
七
二
、
八
四
歳
）
を
伝
称
筆
者
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
書
誌
を
示
す
。

　

大
き
さ
、
縦
二
六
・
三
糎
、
横
一
四
・
一
糎
。
字
高
、
二
三
・
五
糎
前
後
。
一
面
に
八
行
を
記
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
裏
面
に
淡
墨
で
「
七

十
七
」
と
記
す（

（
（

。
料
紙
右
端
に
余
白
な
く
、
左
方
は
余
裕
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
や
や
縦
長
の
四
半
本
で
元
は
袋
綴
か（

（
（

。「
琴
山
」
印

（
古
筆
本
家
）
を
捺
し
た
極
め
札
「
頓
阿
法
師
み
と
り
の
（
琴
山
）」
が
附
属
す
る
が
、
印
面
か
ら
判
断
す
る
に
偽
印（

（
（

で
あ
ろ
う
。
本
文
を
翻
字

し
て
示
す
と
以
下
の
通
り
。

一

（
一
）

【
研
究
ノ
ー
ト
】
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【
翻
字
】

　
　

み
と
り
の
空
色
も
う
つ
る
う
な
は
ら
の
お
き

　
　

行
は
か
り
月
の
御
舟
の
さ
ほ
の
河
原
に
う
か
み

　
　

い
つ
れ
は
八
大
龍
王
は
や
つ
の
か
ふ
り
を
か
た
ふ

　
　

け
所
は
か
す
か
野
ゝ
月
の
み
か
さ
の
雲
に
の
ほ
り

　
　

・地
に
く
た
り

と
ふ
ひ
の
野
守
も
出
て
見
よ
や
ま
や
の
た
ん
し
や

　
　

う
し
ゆ
ふ
う
の
説
法
さ
う
り
む
の
に
う
め
つ
悉

　
　

を
は
り
て
是
ま
て
な
り
や
明
恵
上
人
さ
て
入

　
　

唐
は
と
ま
る
へ
し
と
て
ん
は
い
か
に
わ
た
る
ま
し

　

本
文
内
容
は
『
春
日
龍
神
』
の
巻
末
に
近
い
部
分
に
あ
た
る
。
現
行
の
謡
本
の
詞
章
と
比
す
る
に
、
本
文
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る（

（
（

。

博
士
・
節
付
け
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
全
体
的
に
左
右
反
転
し
た
文
字
の
裏
写
り
・
墨
映
が
見
ら
れ
る
が
、
前
後
に
該
当
す
る
本

文
は
見
あ
た
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
。
後
考
に
俟
つ（

（
（

。

　

伝
称
筆
者
の
「
頓
阿
」
と
本
文
に
見
ら
れ
る
「
明
恵
上
人
」
の
本
文
か
ら
、
何
ら
か
の
散
文
作
品
の
可
能
性
を
見
て
手
許
に
留
め
て
お

い
た
も
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
内
容
は
『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
に
伝
わ
る
内
容
を
基
と
し
て
成
立
し
た
『
春
日
龍
神
』
の
詞
章
を
記
し

た
も
の
、
謡
本
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

三

謡曲の古筆切（石澤）

（
三
）



　

も
と
よ
り
、
伝
称
筆
者
に
つ
い
て
は
鑑
定
者
の
素
性
も
含
め
て
、
全
面
的
な
信
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
当
該
断
簡
の
筆
跡

自
体
は
、
若
干
頓
阿
の
筆
跡
に
似
通
う
部
分
は
あ
り（

（
（

、
書
写
年
代
も
南
北
朝
か
ら
お
そ
ら
く
は
室
町
前
期
を
下
ら
な
い
。『
春
日
龍
神
』
の

伝
本
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
、
ど
の
程
度
古
い
本
が
残
っ
て
い
る
の
か
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
仮
に
書
写
年
代
を
、
前
に
示
し
た
よ
う
に
、

南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
初
期
ま
で
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、『
春
日
龍
神
』
の
作
者
と
さ
れ
る
、
世
阿
弥
や
金
春
禅
竹
の
生
存
・
活

躍
時
期
と
重
な
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
初
演
時
期
の
推
定
と
も
相
俟
っ
て
、
非
常
に
注
目
す
べ
き
一
葉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
更
な
る
ツ

レ
（
同
じ
典
籍
か
ら
断
簡
化
し
た
古
筆
切
）
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

二

　

も
う
一
葉
は
、
大
き
さ
は
縦
一
五
・
五
横
、
横
一
四
・
八
糎
、
六
半
切
。
字
高
は
一
三
・
五
糎
前
後
。
伝
称
筆
者
は
、
未
詳
。
一
面
行

数
は
、
作
品
末
尾
の
部
分
で
あ
り
、
明
確
に
し
得
な
い
が
、
九
行
程
度
か
。
料
紙
は
楮
紙
。
元
は
列
帖
装
（
綴
葉
装
）
で
あ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
裏
面
に
「
ツ
」「
一
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
に
本
字
を
掲
げ

る
。
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【
翻
字
】

　
　

か
く
の
夜
す
か
ら
是
う
ね
め
の
た
は
ふ

　
　

れ
と
お
ほ
す
な
よ
三
佛
せ
う
の
因
縁

　
　

な
る
物
を
よ
く
と
ふ
ら
は
せ
た
ま
へ
や

　
　

と
て
又
波
に
入
に
け
り
又
な
み
の

　
　

そ
こ
に
入
に
け
り

　
　

御
屋
形
様
へ
竹
田
金
春
大
夫
三
十
番
書
候
て

　
　

進
上
申
候
を
永
田
左
馬
允
殿
以
御
縁
書
写

　
　

畢　

天
文
拾
二
年
霜
月
十
三
日

　

本
文
内
容
は
謡
曲
『
采
女
』
の
最
末
部
。
本
文
の
詞
章
と
し
て
は
、
現
行
曲
と
の
間
に
、
異
同
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

　

最
後
の
三
行
は
書
写
奥
書
か
、
又
は
本
奥
書
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
天
文
拾
二
年
は
一
五
四

三
年
。「
御
屋
形
様
」「
竹
田
金
春
大
夫
」「
永
田
左
馬
允
」
を
閲
す
る
と
、「
竹
田
金
春
大
夫
」
は
金
春
家
六
一
世
喜
勝
（
芨
連
、
一
五
一

〇
～
一
五
八
三
、
七
四
歳（

（
（

）
が
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
な
る
と
「
御
屋
形
様
」
は
、
大
内
義
隆
（
一
五
〇
七
～
一
五
五
一
、
四
五

歳（
（
（

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
永
田
左
馬
允
」
は
、
伝
未
詳
だ
が
、
肥
前
国
大
名
、
龍
造
寺
家
重
臣
の
石
井
兼
清
女
に
「
永
田
左
馬
允
室
」

五

謡曲の古筆切（石澤）

（
五
）



と
さ
れ
る
女
性
が
お
り
、
石
井
同
様
、
龍
造
寺
家
家
臣
で
あ
ろ
う
。

　

奥
書
を
訓
読
す
れ
ば
「
御
屋
形
様
へ
竹
田
金
春
大
夫
三
十
番
を
書
き
候
ひ
て
進
上
申
し
候
ひ
し
を
、
永
田
左
馬
允
殿
、
御
縁
を
以
て
書

写
し
畢
ぬ　

天
文
拾
二
年
霜
月
十
三
日
」
と
な
り
、
大
意
を
示
せ
ば
「
御
屋
形
様
（
大
内
義
隆
）
へ
、
竹
田
金
春
大
夫
（
喜
勝
）
が
三
十

番
か
ら
成
る
謡
曲
を
書
写
し
、
進
上
申
し
上
げ
た
が
、
永
田
左
馬
允
殿
が
（
御
屋
形
様
・
大
内
義
隆
と
の
）
御
縁
を
も
っ
て
し
て
、
書
写

し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
永
田
左
馬
允
」
が
「
御
屋
形
様
」（
大
内
義
隆
）
と
の
関
係
で
、
金
春
喜
勝
が
進
上
し
た
三
十
番
本
を
書

写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
三
十
番
」
で
ひ
と
ま
と
ま
り
の
謡
曲
の
揃
い
本
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か

不
明
で
あ
り
、
こ
の
『
采
女
』
が
何
番
目
に
あ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
未
詳
で
あ
る
の
で
、
こ
の
奥
書
が
書
写
時
の
奥
書
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
書
写
者
の
名
前
は
当
初
か
ら
記
さ
れ
ず
、
全
体
の
最
後
に
位
置
す
る
本
に
、
書
写
の
経
緯
を
よ
り
詳
細
に
記
し
た
奥
書
が
存

在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
そ
の
最
後
に
書
写
者
の
署
名
・
花
押
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
奥
書
が
書
写
奥
書
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
通
り
、
書
写
年
時
は
天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）
一
一
月
一
三
日
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
こ
れ
を
元
に
し
た
転
写
本
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
書
写
年
代
は
も
う
少
し
下
り
、
江
戸
初
期
以
降
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
い
づ
れ
に
せ
よ
、
大
内
義
隆
や
金
春
喜
勝
の
西
国
で
の
文
化
活
動
の
一
端
を
示
し
、
そ
れ
が
肥
前
国
に
ま
で
及
ん
で
い
た
時
期

の
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
一
葉
で
あ
る
。
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三

　

以
上
、
謡
曲
の
古
筆
切
を
二
葉
、
報
告
・
紹
介
し
た
。
ど
ち
ら
も
現
時
点
で
は
他
に
ツ
レ
は
知
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
謡
曲
の
古
写

本
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
、
そ
の
古
筆
切
も
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
古
筆
切
研
究
の
深
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
未

詳
と
さ
れ
て
き
た
断
簡
の
素
性
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
は
増
え
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
情
報
量
の
増
加
に
よ
り
、
古
筆
切
の
み
な
ら
ず
そ

の
母
体
で
あ
る
、
古
典
籍
と
の
つ
な
が
り
が
判
明
す
る
事
例
も
多
々
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
二
葉
も
、
こ
の
報
告
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
あ
ら
た
な
ツ
レ
の
発
見
と
文
学
史
・
文
化
史
的
事
実
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
稿

者
自
身
も
そ
の
博
捜
に
努
め
た
い
。

注（
1
）	

当
該
断
簡
の
四
周
に
は
糊
跡
が
見
ら
れ
、
手
鑑
か
屏
風
に
捺
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
点
に
於
け
る
、
通
し
番
号
で

あ
ろ
う
。

（
2
）	

右
端
が
、
袋
綴
じ
の
書
写
面
を
オ
モ
テ
に
し
て
山
折
り
さ
れ
た
、
折
り
目
の
部
分
に
近
接
し
て
お
り
、
左
端
は
綴
じ
代
の
部
分
に
あ
た
り
、

よ
く
見
る
と
綴
じ
穴
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
上
下
に
見
ら
れ
る
。
左
右
・
天
地
（
上
下
）
共
に
、
化
粧
裁
ち
と
し
て
、
五
粍
程
度
、
裁

ち
落
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）	

印
面
か
ら
す
る
と
、
初
代
・
古
筆
了
佐
の
そ
れ
に
似
た
印
象
で
あ
る
が
、
了
佐
の
極
め
札
に
は
古
筆
切
の
最
初
の
行
の
四
字
を
記
す
も
の
は

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
伝
称
筆
者
名
の
み
を
記
す
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
当
該
極
め
札
が
偽
印
・
擬
札
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

七

謡曲の古筆切（石澤）

（
七
）



		
　
　
（
伝
頓
阿
筆　

極
札　

偽
印
か
）

		

　
　
（
伝
飛
鳥
井
庶
流
〈
雅
永
〉
筆　

極
札　

古
筆
了
佐
極
）

		

　
　
（
伝
寂
蓮
筆　

極
札　

古
筆
了
佐
極
）

（
4
）	

二
行
目　

河
原
（
断
簡
）　

─　

川
つ
ら
（
現
行
本
文
）

　
　
　
　
　
　
　

う
か
み　

─　

う
か
ひ

　
　
　
　
　
　
　
地
に
く
た
り

　
　
　

五
行
目　

・
と
ふ
ひ
の
野
守　

─　

ナ
シ

八
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（
5
）	

十
分
に
は
判
読
出
来
て
い
な
い
が
、
画
像
を
反
転
さ
せ
る
と
、
そ
の
最
初
の
行
は
、「
も
ろ
く
ち
る
木
の
（
葉
）
／
枝
に
た
ま
ら
ぬ
」
の
文

字
が
、
行
頭
か
ら
約
三
字
下
げ
で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
同
一
歌
は

見
出
さ
れ
な
い
が
、
新
千
載
集
・
冬
・
630
、
能
誉
法
師
に
「
も
ろ
く
ち
る
木
の
葉
な
が
ら
や
過
ぎ
ぬ
ら
ん
枝
に
と
ま
ら
ぬ
風
の
お
と
か
な
」

の
一
首
が
知
ら
れ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
次
の
行
か
ら
は
、
さ
ら
に
一
字
下
げ
で
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
歌
集
な
ど
を
書
写
し

た
も
の
か
。
先
人
諸
学
か
ら
の
御
垂
教
を
乞
う
。

	

九

謡曲の古筆切（石澤）

（
九
）



（
6
）	

頓
阿
の
師
で
あ
る
、
二
条
為
世
を
伝
称
筆
者
と
す
る
大
鏡
の
断
簡
を
示
す
。
書
写
年
代
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

	

一〇

目白大学外国語学部20周年記念論集
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〇
）



	

書
写
の
線
の
肥
痩
、
太
さ
・
細
さ
の
メ
リ
ハ
リ
に
共
通
点
が
見
い
出
せ
る
。
同
筆
で
は
な
い
が
、
伝
頓
阿
筆
『
春
日
龍
神
』
断
簡
が
、
か

な
り
古
い
時
代
の
書
写
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
る
。

（
7
）	

金
春
喜
勝
は
天
文
一
二
年
当
時
、
三
四
歳
。

（
8
）	
大
内
義
隆
は
時
に
、
三
七
歳
。

［
付
記
］�

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
中
近
世
毛
利
家
に
お
け
る
知
的
体
系
の
復 

原
的
研
究

―
明
治
大
学
図
書
館
所
蔵
毛
利
家
旧

蔵
書
を
起
点
に
」（
課
題
番
号
／
領
域
番
号 23H

00605

）
の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
を
含
む
。
猶
、
本
稿
で
紹
介
し
た
古
筆
切
は
ど
ち

ら
も
稿
者
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
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Fragment of an Old Book of Noh Plays:  
Fragment of an Old Book of “Kasuga Ryujin”  

(Perhaps Written by Ton’a) and Fragment  
of an Old Book of “Uneme” (Writer Unknown)

Kazushi ISHIZAWA

Abstract
This paper reports on the contents of ancient writings on Noh plays. 

First of all, This is a fragment of transcription of Noh song “Kasuga 
Ryujin （春日龍神）”, It is said that this was transcribed by Ton’a （a poet 
from the Northern and Southern Courts period）, and is extremely 
significant as it was written very close to the time when Noh song 
“Kasuga Ryujin” were created. Next, I will report on a fragment of a 
transcription of the Noh play “Uneme （采女）”. It is noted that this work 
was transcribed further from a copy that Konparu Yoshikatsu （金春喜

勝） had written for Ōuchi Yoshitaka （大内義隆）. It was transcribed on 
November 13, 1543.It is a valuable piece that gives us a glimpse into the 
activities of Ōuchi Yoshitaka （大内義隆） and Konparu Yoshikatsu （金

春喜勝）.

キーワード：�古筆切、謡曲、春日明神、采女、頓阿、大内義隆、金
春喜勝

Keywords: �Fragment of an old book, Noh play, Noh song “Kasuga 
Ryujin”, Noh song “Uneme”, Ton’a （頓阿： poet from the 
Northern and Southern Courts period）, Ōuchi Yoshitaka （大
内義隆）, Konparu Yoshikatsu （金春喜勝）
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